
H28 4年⽣ カリキュラム

社会福祉学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

スクールソーシャルワーク論 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
⽇本におけるスクールソーシャルワークのあゆみと制度的成り⽴ちを理解した上で、スクールソーシャルワーク実践の理論と⽅法、今後の課

題等について学ぶ。

授業の目的
１．⽇本におけるスクールソーシャルワークのあゆみと制度の現状を正しく理解することができる。
２．スクールソーシャルワークの概念を構造的に捉えることができる。

学習目標
１．学校の管理運営制度や⼦どもの学校⽣活との関連においてスクールソーシャルワーカーに求められる倫理と役割を⾝につけることができ
る。
２．スクールソーシャルワーカーに求められる総合的な⼒量形成を目指すことができる。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法 
レポート試験で評価する。

履修上の留意点
実践事例のカンファレンスをとおして実践的な授業を展開するので、主体的な学習態度が求められる。

オフィスアワー・連絡先
maruta@nuhw.ac.jp

担当教員名
丸⽥ 秋男

対象学年 4 対象学科 社会

開講時期 前期 必修・選択 選択

単位数 2 時間数 30

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ◎ ○ ○

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 ⽇本におけるスクールソーシャルワークのあゆみ 講義 丸⽥ 秋男

2 スクールソーシャルワークの現代的意義と制度の現状 講義 丸⽥ 秋男

3 スクールソーシャルワークの概念とその構成要素 講義 丸⽥ 秋男

4 学校の管理運営制度と⼦どもの学校⽣活 講義 丸⽥ 秋男

5 スクールソーシャルワーカーの倫理と役割 講義 丸⽥ 秋男

6 スクールソーシャルワーク実践のための理論と⽅法（１） 講義 丸⽥ 秋男

7 スクールソーシャルワーク実践のための理論と⽅法（２） 講義 丸⽥ 秋男

8 スクールソーシャルワーク実践のための理論と⽅法（３） 講義 丸⽥ 秋男

9 スクールソーシャルワーク実践のための理論と⽅法（４） 講義 丸⽥ 秋男

10 実践事例のカンファレンス（１） 講義・演習 丸⽥ 秋男

11 実践事例のカンファレンス（２） 講義・演習 丸⽥ 秋男

12 実践事例のカンファレンス（３） 講義・演習 丸⽥ 秋男

13 実践事例のカンファレンス（４） 講義・演習 丸⽥ 秋男

14 国際⽐較と今後の⽅向性 講義 丸⽥ 秋男

15 まとめ 講義 丸⽥ 秋男

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 教員作成プリントを⽤いる

参考書 必要に応じて紹介する

その他の資料 必要に応じて配布する


